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置換基がエカトリアル位にあるシクロヘキサンの立体配座異性体が、置換基がアキシャル位になるように反転した時の標準自由エネ

ルギー変化（DG°）を別紙の表に示した。必要に応じて表を見ながら、以下の問に答えよ。 

問１ 立体異性体 Aと Bについて以下の問いに答えよ。 

(1) Aと Bの関係を表わす適切な用語を答えよ。 

(2) Aと Bの全ての不斉中心の立体配置を RS 表示法で示せ。 

(3) Aの最も安定な立体配座と、そのシクロヘキサン環が反転した立体配座をそれぞれ書き、２つの立体配座の間のエネルギー差

を推測して求めよ。 

(4) Bの最も安定な立体配座と、そのシクロヘキサン環が反転した立体配座をそれぞれ書き、２つの立体配座の間のエネルギー差

を推測して求めよ。 

(5) Aと Bではどちらがどれだけ安定か、エネルギー差を推測して求めよ。 

(6) Bを CH3ONa と反応させ、SN2 反応により-Cl を-OCH3に置換し、反応生成物 Cを得た。 
(6-1) Cの最も安定な立体配座と、そのシクロヘキサン環が反転した立体配座をそれぞれ書き、２つの立体配座の間のエネル

ギー差を推測して求めよ。 
(6-2) Cの比旋光度はどのような値となるか。Cの比旋光度がその値となる理由を述べよ。 

(7) Aと Bを tert-BuOK と反応させて E2 反応を行なった。ただし、脱離基は-Cl である。 
(7-1) Aからは２種類の生成物が得られたが、Bからは 1 種類しか生成物が得られなかった。その理由を答えよ。 
(7-2) Bから得られた生成物について、その不斉中心の立体配置を RS 表示法で示せ。 

 
問２ 化合物 Dの比旋光度は+155 である。化合物 Dについて以下の問に答えよ。 

(8) Dの不斉中心の立体配置を RS 表示法で示せ。 

(9) Dを Fischer 投影法で書き、L 体か D 体か決定せよ。 

(10) c 2.0 g/dL の Dの溶液を、l = 1 dm のセルに入れて旋光度を測定した。観測される旋光度を計算して答えよ。 

(11) 光学純度が不明の Dがある。この比旋光度を測定したところ、+93 であった。次の問に答えよ。 
(11-1) 光学純度（o.p.）を求めよ。 
(11-2) エナンチオマー過剰率（e.e.）を求めよ。 
(11-3) Dとそのエナンチオマーの割合を求めよ。 

 
問３ 次の化合物 E、F、Gについて、全ての不斉中心の 4 つの置換基に順位をつけ、その立体配置を RS 表示法で答えよ。 
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